
１４

ままちちづづくくりりかかわわらら版版
～～ 事事前前復復興興ままちちづづくくりり編編 ～～

岡岡崎崎市市 広広幡幡地地区区

お問い合わせ先

岡崎市 都市整備部 都市計画課 計画班

TEL 0564-23-6260

「まち歩き結果図」での主な意見

● 災害時に消防車が入れなかったり、地震で建物が倒れたとき、通れなくなるような狭い道

路が多い。道路沿いのブロック塀は危険。

● セットバック（敷地後退）しても電柱や標識が残っていて、車が通りにくい。

● 古い木造の空家が多くあり、地震時の倒壊・火災の恐れがある。防犯面からもよくない。

○ 空き地、駐車場は、災害時に活用できそう。

○ 神明宮、松應寺、浄誓院、地蔵院、福寿稲荷などは、地域の文化の中心であり緑も多い。

地域の魅力として残したい。

「復興まちづくり提案図」での主な意見

・地区の主要な道路・避難路として、一定の間隔で、今より広い道路が必要。

・公園を整備して、日常はもとより、災害時の防災の拠点などに利用する。

・空家の対策が必要（除却後の土地の道路として活用等）

・災害時に既存の井戸を活用できるといい。（調査、再生等が必要）

・社寺はまちのシンボルであり保全すべき。近隣退避所としても活用する。

・要援護者の避難について、地域で取組が必要。（共助の取組）

当日の参加者の方へのアンケート結果

今回の「事前復興まちづくり」の取り組みについては、

参加者の概ねの方が、「良かった、重要だと思う」

との回答でした。

《その他 自由意見》

「あらためて、まちの危険個所の認識ができた」

「他の人のいろいろな考え・意見が聞けた」

「今後も続けてほしい」、「自分自身の意識づけができた」

「まちの課題などを、参加者以外にも共有したい」

皆さんの意見のまとめ（１～５班 全体で）

今回の「事前復興まちづくり体験」は、大地震に備えるまちづくり (事前復興まちづくり)

の取り組みのひとつであり、地域の皆さんとまちづくりについて話し合う「きっかけ」として、

岡崎市と愛知県が共同で開催しました。

今後、岡崎市では、新たな南海トラフ地震の被害想定をもとに、平成２６年度に地区ごとの

災害リスクを調査します。その結果を皆さんにお知らせしながら、当地区の事前復興まちづく

りの取り組みを、引き続き実施していく予定です。

愛知県では、事前復興まちづくりの取り組みが促進されるよう、今回の取組事例を取りまと

めて、他の市町村に紹介していきます。

今 後 の 取 り 組 み

東日本大震災を受けて、南海トラフ巨大地震などの、いつ起こるか分からない大規模災害に

備えた取り組みを、日頃から進めることが大切になってきています。

ひとたび大地震が起こると、住民も市も大混乱となり、まちの復興について話し合うことが

難しい状況になります。そのため、防災訓練の実施などはもちろんですが、まちの復興につい

ても、あらかじめ対応を考えておくことが重要です。

日ごろからまちづくりについて考え、地域の危険性(災害リスク)を知って、被災に備えてお

くことや、あらかじめ被災後のまちづくりを考えておくこと、また、ただ備えるだけでなく、

できることは取り組んでおく。このような取り組みを「事前復興まちづくり」と呼んでいます。

「事前復興まちづくり」って何?

当日 ガイダンス資料より “事前復興まちづくり体験の目的と効果”

木造住宅や細い道路が多い岡崎市広幡地区で、地域にお住いの代表の方々に参加していただ

き、「事前復興まちづくり」の検討を行いました。

このような取り組みは、県内で初めてとなります。

第 1回 平成25年11 月24日(日) PM1:00～3:30

第 2回 平成25年12 月14日(土) PM1:00～3:30

“復興まちづくりの提案”

対象地区 元能見北、元能見中、元能見南、福寿、松本

の５町内会 （右図参照）

参加者 町役員・年行事・子供会役員・消防団員など

各町内会で５～８名程度

＆ 市職員・県職員・コンサルタント

会 場 広幡学区市民ホーム

第1 班

第2 班

第3 班

第4 班

第5 班

対象地区

事前復興まちづくり体験を開催しました

「事前復興まちづくり」の取り組み

をどのように思いますか。

①良かった

重要だと思う

９１％

②どちらとも
いえない

９％

③重要ではない
効果はない ０％
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事前復興まちづくり体験の成果
「復興まちづくり提案図」

第１班 元能見北

当日作成した図（原本）

３２

【第2回 復興まちづくりの提案】

まち歩きの結果や、燃え広がりやすさなどの地域の災害リスク情報から、仮に

被災した場合の復興まちづくりの方向性を話し合い、「復興まちづくり提案図」

としてまとめました。

【第1回 まち歩き】

当地区は古い木造住宅が多く幅の狭い道路が多いため、地震・火災時の避難

の際にも影響があることから、地区の災害リスクを確認した後、参加者の皆さ

んで実際にまちを歩いて、危険なところやまちの魅力を再確認し、「まち歩き結

果図」としてまとめました。

町内ごとに、住民の方と市・県職員で一緒にグループをつくり、

ご自身の町内の区域を主として、まちづくりについて話し合いました。

【まち歩き結果図】

【復興まちづくり提案図】

この復興まちづくり提案図の内容は、今回の

事前復興まちづくり体験の場で出された意

見・提案のまとめであり、今から実施すると

いう計画のものではありません。

延焼の危険度



事事事前前前復復復興興興まままちちちづづづくくくりりり体体体験験験ののの成成成果果果

「「「復復復興興興まままちちちづづづくくくりりり提提提案案案図図図」」」

第２班 元能見中

当日作成した図（原本）

３２

【第2回 復興まちづくりの提案】

まち歩きの結果や、燃え広がりやすさなどの地域の災害リスク情報から、仮に

被災した場合の復興まちづくりの方向性を話し合い、「復興まちづくり提案図」

としてまとめました。

【第1回 まち歩き】

当地区は古い木造住宅が多く幅の狭い道路が多いため、地震・火災時の避難

の際にも影響があることから、地区の災害リスクを確認した後、参加者の皆さ

んで実際にまちを歩いて、危険なところやまちの魅力を再確認し、「まち歩き結

果図」としてまとめました。

町内ごとに、住民の方と市・県職員で一緒にグループをつくり、

ご自身の町内の区域を主として、まちづくりについて話し合いました。

【復興まちづくり提案図】

【まち歩き結果図】

この復興まちづくり提案図の内容は、今回の

事前復興まちづくり体験の場で出された意

見・提案のまとめであり、今から実施すると

いう計画のものではありません。

延焼の危険度



事前復興まちづくり体験の成果
「復興まちづくり提案図」

第３班 元能見南

当日作成した図（原本）

【まち歩き結果図】

【復興まちづくり提案図】

３２

【第2回 復興まちづくりの提案】

まち歩きの結果や、燃え広がりやすさなどの地域の災害リスク情報から、仮に

被災した場合の復興まちづくりの方向性を話し合い、「復興まちづくり提案図」

としてまとめました。

【第1回 まち歩き】

当地区は古い木造住宅が多く幅の狭い道路が多いため、地震・火災時の避難

の際にも影響があることから、地区の災害リスクを確認した後、参加者の皆さ

んで実際にまちを歩いて、危険なところやまちの魅力を再確認し、「まち歩き結

果図」としてまとめました。

町内ごとに、住民の方と市・県職員で一緒にグループをつくり、

ご自身の町内の区域を主として、まちづくりについて話し合いました。

この復興まちづくり提案図の内容は、今回の

事前復興まちづくり体験の場で出された意

見・提案のまとめであり、今から実施すると

いう計画のものではありません。

延焼の危険度



事前復興まちづくり体験の成果
「復興まちづくり提案図」

第４班 松 本

当日作成した図（原本）

３２

【第2回 復興まちづくりの提案】

まち歩きの結果や、燃え広がりやすさなどの地域の災害リスク情報から、仮に

被災した場合の復興まちづくりの方向性を話し合い、「復興まちづくり提案図」

としてまとめました。

【第1回 まち歩き】

当地区は古い木造住宅が多く幅の狭い道路が多いため、地震・火災時の避難

の際にも影響があることから、地区の災害リスクを確認した後、参加者の皆さ

んで実際にまちを歩いて、危険なところやまちの魅力を再確認し、「まち歩き結

果図」としてまとめました。

町内ごとに、住民の方と市・県職員で一緒にグループをつくり、

ご自身の町内の区域を主として、まちづくりについて話し合いました。

【まち歩き結果図】

【復興まちづくり提案図】

この復興まちづくり提案図の内容は、今回の事前復興まちづく

り体験の場で出された意見・提案のまとめであり、今から実施

するという計画のものではありません。延焼の危険度



事前復興まちづくり体験の成果
「復興まちづくり提案図」

第５班 福 寿

当日作成した図（原本）

３２

【第2回 復興まちづくりの提案】

まち歩きの結果や、燃え広がりやすさなどの地域の災害リスク情報から、仮に

被災した場合の復興まちづくりの方向性を話し合い、「復興まちづくり提案図」

としてまとめました。

【第1回 まち歩き】

当地区は古い木造住宅が多く幅の狭い道路が多いため、地震・火災時の避難

の際にも影響があることから、地区の災害リスクを確認した後、参加者の皆さ

んで実際にまちを歩いて、危険なところやまちの魅力を再確認し、「まち歩き結

果図」としてまとめました。

町内ごとに、住民の方と市・県職員で一緒にグループをつくり、

ご自身の町内の区域を主として、まちづくりについて話し合いました。

【復興まちづくり提案図】

【まち歩き結果図】

この復興まちづくり提案図の内容は、今回の

事前復興まちづくり体験の場で出された意

見・提案のまとめであり、今から実施すると

いう計画のものではありません。

延焼の危険度


